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原子力事故の経過
• ３月１１日
• 　 　　　　　　１４：４６　東北地方太平洋沖地震発生

• 　１時間後　１５：４２　福島第一・１～３号機で所内電源喪失
• 　４時間後　１９：０３　内閣総理大臣が原子力緊急事態宣言発令
• 　６時間後　２０：５０　県が福島第一半径２ｋｍ（１，８６４人）に避難要請
• 　７時間後　２１：２３　国が福島第一半径３㎞（５，８６２人）に避難指示

• ３月１２日
• １４時間後　０５：４４　国が福島第一半径１０㎞（５１，２０７人）に避難指示
• １６時間後　０７：４５　国が福島第二半径３㎞以内（８，０４９人）に避難指示
• ２５時間後　１５：３６　福島第一・１号機建屋水素爆発
• ２７時間後　１７：３９　国が福島第二半径１０㎞（３２，４２６名）に避難指示
• ２８時間後　１８：２５　国が福島第一半径２０㎞（約８万人）に避難指示

• ３月１４日
• ６８時間後　１１：０１　福島第一・３号機建屋水素爆発

• ３月１５日
• ８７時間後　０６：１０　福島第一・２号機ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ損傷（圧力低下）
• ９１時間後　０９：３８　福島第一・４号機で火災発生
• ９２時間後　１１：００　国が福島第一半径２０～３０㎞（約１４万人）に屋内待避指示
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放射性物質の放出量

ヨウ素放出量は事故時のプラントインベントリの５％程度と推定
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福島第一敷地境界の放射線量の推移
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県内各地の放射線量の推移
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生活空間の線量率（事故後1ヶ月）
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生活空間の線量率（事故後6ヶ月）
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線量率の測定状況
（H24.7.31現在）　　　　　　[取扱注意]　　　　　　　　　　　　　　（参考）

実施主体 調査実施時期 計画数 調査地点数 特記事項

①地方振興局 国・県 実施中 7 最大値　24μSv/h（3/15　19時　県北保健福祉事務所）

②県内各地方（20km圏内を含む） 国・県 実施中 563

・H24/4～可搬型MP545台増設に伴い測定点大幅増
・20km圏外最大値　45μSv/h（3/15　18時　飯館村役場）
・発電所周辺モニタリングポスト23局状況(稼働14局)
　最大値　390μGy/h　3/15　11時　大野局（大熊町）

①＋②　小計 570

（参考）リアルタイム線量計 国 実施中 2,700 全ての小・中・幼・保・高、主な公園等に設置

Ⅰ　小計 3,270

①メッシュ調査

　　（1)　第1回 県 H23.4/12～29 1,903 1,865 最大値　44.8μSv/h　浪江町昼曽根

　　（2)　第2回 県 H23.8/15～9/7 3,335 2,776 最大値　5.2μSv/h  南相馬市・原町区高倉

　　（3)　第3回 県 H24.2/21～3/9 2,776 2,675 最大値　3.4μSv/h  南相馬市・原町区高倉

②飯舘村 県 H23.3/28 70 58

③小・中・幼・保・高・大学等 県・電 1,766 7,075 全ての学校の校舎内・グラウンド等

④児童福祉施設等 県・電 343 966 全ての施設の施設内・グラウンド等

⑤体育施設等 県・電 H23.5/11～14 99 86 最大値　3.0μSv/h 開成山球場（郡山市）

⑥都市公園等 県・電 1,138 1,148 最大値　4.0μSv/h 新浜公園（福島市）

⑦農村公園等 県 H23.8/3～12 211 210 最大値　3.8μSv/h　福島市・大波農村広場

⑧その他公共施設 5,919 5,583 最大値　3.8μSv/h　福島市・大波農村広場

⑨水浴場 H23.6/7、7/25～26、
8/8

50 50 核種分析に供する試料を採取時に測定

⑩特定地域詳細調査 県・電 3,917 3,867 最大値　6.0μSv/h  南相馬市原町区

⑪民有林 737 最大値　20.8μSv/h　浪江町赤宇木

⑫自動車走行サーベイ 最大値　4.5μSv/h　いわき市川前町

⑬下水処理施設等 19 2,994 核種分析と併せて実施（１９施設）

⑭廃棄物焼却施設 171 核種分析と併せて実施（２９施設）

⑮土壌調査 県 H23.7/13～14、8/10～13 35 精査中 核種分析と併せて実施（35地点）

⑯面的除染モデル事業 県 精査中 現在県独自に20地点測定（委託範囲内のモニタリングを除く）

⑰採石場における保管砕石調査 県・国・電・日 H24.1/20 31 29 最大値　42.9μSv/h（表面）　路盤材用等砕石

⑱避難区域等の砕石事業者調査 県・国・電・日 H24.1/23～1/27 25 189 最大値　 6.7μSv/h　警戒区域

Ⅱ　小計 21,637 30,479  

計　　（小計　Ⅰ＋Ⅱ） 21,637 33,749

※　調査範囲：警戒区域及び計画的避難区域を除く県内全域

　　　　　　　　　　　福島県環境放射線モニタリング実施状況（空間線量率）

※　国：文科省等　、大：大学等　、電：電事連　、日：ＪＡＥＡ

Ⅰ　定点定時測定

Ⅱ　随時測定

空間線量率 地上
連続
測定

空間線量率 地上 随時

調査区分
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放射能の測定状況
（H24.7.31現在）　　　　　　　　　　　　　　　[取扱注意]　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考）

実施主体 測定頻度 調査実施時期 計画数 調査地点数 調査検体数 特記事項

①大気中のダスト 県 随時 実施中 40 2,356 Ｉ131　ND ～ 555 Bq/m3、Ｃｓ134　ND ～ 120 Bq/m3、Ｃｓ137　ND ～ 140 Bq/m3

②降下物 県 毎日 実施中 1 492 Ｉ131　ND ～ 23000 MBq/km2、Ｃｓ134　ND ～ 590  MBq/km2、Ｃｓ137　ND ～ 790  MBq/km2

③大気浮遊じん 県 毎月 実施中 実施中 実施中

①水道水 県・市町村 毎日～毎月 実施中 1 319 31,793

③公共用水域等 国・県 毎月 １７回 533

④飲用井戸水 5,284

⑤トリチウム 県 随時 H23.11/15～12/15 49 48 57 河川35、湖沼・ダム13地点で実施。河川 ND～1.5Bq/L、湖沼・ダム 0.39～1.6Bq/L

⑥地下水 県 随時 H24.5～ 135 水質　Ｉ131　ND、　Ｃｓ134　ND、　Ｃｓ137　ND

①農地等 県 随時 H23 3/31～H24　3/23 240 2,526 2,618 Ｃｓ134、Ｃｓ137　H24.3.23農林水産省公表

②飯舘村 県 随時 H23.3/28 70 60 68

③公園・校庭等 県 随時 H23.4/5～4/6 20 40
土壌　Ｉ131：ND～29944 Bq/Kg、Ｃｓ134 ND～12994 Bq/kg 、Ｃｓ137　ND～16121 Bq/kg
ダスト　Ｉ131：ND～8796 Bq/m3、Ｃｓ134 ND～4597 Bq/m3 、Ｃｓ137　ND～5446 Bq/m3

④メッシュ調査 県・大 随時 4/12～4/15 70 70

⑤土壌調査 県 随時 H23.7/13・14、8/10～13 35 55 Sr90 ND～3,070、Pu238 ND～2.18、Pu239+240 ND～63.8 Bq/m2

⑥緊急時モニタリング調査 県 随時 H23.3月～ 2,681
葉菜(～H23) I131 ND～254万Bq/kg、Cs134 ND～281万Bq/kg、Cs137 ND～287万Bq/kg
松葉(H24～) I131 ND、Cs134 ND～123,000Bq/kg、Cs137 ND～174,000Bq/kg
陸土 Ｉ131 ND～1,170,000Bq/kg、Ｃｓ134 ND～215,000Bq/kg、Ｃｓ137 ND～227,000Bq/kg

⑦その他 県 随時 H23.5/16、7/14、10/1 8 土壌　Ｉ131 ND ～ 698 Bq/kg 、Ｃｓ134　ND ～ 18500 Bq/kg、Ｃｓ137　ND ～ 18900 Bq/kg

漁場・漁港・港湾海水・海底土壌 1,487

随時 H23.8/23、8/25、8/26 21 海底土壌　Ｉ131　ND、Ｃｓ134　21～1798　Bq/kg、Ｃｓ137　23～1979 Bq/kg

随時 H24.2月 16 海底土壌　Ｉ131　ND、Ｃｓ134　11.5 ～ 465　Bq/kg、Ｃｓ137 13.6 ～ 623  Bq/kg

アクアマリンふくしま 県 1回/週 H23.6/13～H24.5/28 1 60 海水　Ｉ131　ND、Ｃｓ134　ND～2.66　Bq/L、Ｃｓ137　ND～2.68 Bq/L

①下水処理施設等 111 1,467

②屋外プール 県 随時 H23.6/19～9月中 220 228 917 Ｉ131　ND、Ｃｓ134　ND～4.66Bq/L、Ｃｓ137　ND～5.95Bq/L

③水浴場 県 随時
H23.6/7、7/25～26
8/8

45 15 95
水質　Ｉ131　ND、Ｃｓ134　ND～6.59　Bq/L、Ｃｓ137　ND～6.50 Bq/L
浜砂　Ｉ131　ND、Ｃｓ134　ND～538　Bq/kg、Ｃｓ137　25.2～566 Bq/kg

④廃棄物焼却処分場 県 90 97

⑤野生鳥獣 290

⑥その他 県 随時 H23.5/2～ 40 土壌　Ｉ131 ND ～ 698Bq/kg 、Ｃｓ134　ND ～ 17300  Bq/kg、Ｃｓ137　ND  ～  35400  Bq/kg

⑦除染技術実証事業 県 随時 167

⑧面的除染モデル事業 県 随時 精査中 現在約20検体を実施

⑨双葉砕石工業における保管砕石調査 県・国・電・日 随時 H24.1/20 31 Ｃｓ134　101 ～293000 Bq/kg、Ｃｓ137　137～381000 Bq/kg　

⑩避難区域等の砕石事業者調査 県・国・電・日 随時 H24.1/23～1/27 27 195 Ｃｓ134　ND ～ 53100 Bq/kg、Ｃｓ137　ND ～ 69300 Bq/kg

Ⅰ　小計 826 3,258 51,003

①野菜類 県 実施中 9,712

②原乳 県 実施中 823

③肉類 県 実施中 7,168

④鶏卵 県 実施中 269

⑤山菜・きのこ 県 実施中 1,618

⑥魚介類 県 実施中 5,785

⑦牧草・飼料作物 県 実施中 1,488

⑧穀類 県 実施中 2,379

⑨その他 県 実施中 95

Ⅱ　小計 29,337

小計　（Ⅰ+Ⅱ） 826 3,258 80,340

福島県環境放射線モニタリング実施状況（核種分析:Ge半導体検出器）

大気

陸水

海洋試料 海水

調査区分

土壌

陸上試料

その他

環境試料

その他

海底土壌 県

※　調査範囲：警戒区域及び計画的避難区域を除く県内全域

農畜産物 随時陸上試料環境試料

9

放射能測定結果の分かりやすい解説

• 環境試料の放射能測定結果を正確に、かつ、分かりやすく
説明するのは至難

• 水、大気、土壌等の放射能測定結果の図示例
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リアルタイム線量測定システム

• 検出器高さ：１ｍ（保育施設・小学校は５０ｃｍ）

• 富士電機製　　日本電気製

• 　２１００台　　　　　６００台　　　　　　　　　計２，７００台

可搬型モニタリングポスト
• 発電所周辺を含む全県５ｋｍメッシュ（会津地方は１０ｋｍメッ

シュ）毎に可搬型モニタリングポスト５４５台を設置。

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日立アロカ

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メディカル製

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士電機製

12
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サーベイメータの配備状況
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食品放射能測定器の配備状況

• 日立アロカメディカル製（NaI：下図）

• 千代田テクノル製（NaI：右下図）

• テクノエーピー製（LaBr3:右図）

• 消費者庁貸与品は各種メーカー
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「福島県復興計画（Ｈ23.12 第１次）」

　　環境回復プロジェクト
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環境回復プロジェクトの内容
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福島県環境創造センター（仮称）の基本理
念
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環境創造センターの機能と主な取組
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１　きめ細かな環境放射能モニタリングシステ
　　ムの構築・運用
２　環境放射能モニタリングデータの一元管
　　理・解析・評価
３　緊急時環境放射能モニタリング体制の構
　　築
４　一般環境中における有害物質等のモニタリ
　　ング及びデータの一元管理

①環境放射能等のモニタリング機能

１　環境の回復・創造に向けた大気、水、土壌
　　
　　等に関する技術調査・研究
２　環境の回復・創造に伴う廃棄物の処理・処
　
　　分に関する技術調査・研究
３　環境回復・創造に向けた共同研究のコー
　　ディネートと地域政策研究
４　関係機関への提言に向けた調査・研究
５　内外研究機関を対象とした交流ネットワー
　　クの構築

②環境回復・創造技術の調査・研究機能

１　環境放射能モニタリングデータ及び一般環
　　境中における有害物質等のモニタリング
　　データの収集・発信
２　放射線・除染に関するデータの収集・発信
３　調査・研究成果の内外への積極的な発信
４　情報収集・発信機能に必要となる施設・設
　　備等の整備

③情報収集・発信機能

１　県民などの環境放射能等に関する学習活
　　動の実施・支援
２　放射線等の影響に関するリスクコミュニ
　　ケーション、地域コミュニケーション
３　環境の回復・創造に関する技術研修
４　内外研究機関やNPO・地域住民等を広く対

　　象とした交流ネットワークの構築
５　教育・研修・交流機能に必要となる施設・設
　　備等の整備

④教育・研修・交流機能
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環境創造センターの運営体制のイメージ
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○関係省庁担当課室長連
絡検討会

・基金とは別に経常的なプロ
　　ジェ クト推進予算の確保
・福島県、ＪＡＥＡ、国環研に予

　　算を配分

国

環 境 創 造 セ ン タ ー 各 部 門

調査・研究戦略会議
・大学、研究機関等
・中長期取組方針の策定

　

評議委員会
　

・各界・各層の県民、市町
　村 代表等

・中長期取組方針や年次
　 計 画等に 県民意見や
　地元 自治体意見を反映

意見・助言

意見・助言連絡調整会議
・各機関の部門長
・年次計画の策定

（福島県、ＪＡＥＡ、国環研等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○各委員会・会議の事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○基金の管理

　　　福島県
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

サポート

環境創造センターの施設構成イメージ
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福島県環境創造センター　

建築棟①
（5,000㎡程度）

建築棟②
（6,000㎡程度）

建築棟③
（5,000㎡程）

前処理室・実験室 放射性物質等に係る前処理等

測定室 放射性物質等の測定

環境分析室 有害物質等の化学分析

機器分析室 有害物質等の測定

保管庫 保冷庫等による試料の保管

研究室 放射性物質の環境動態解明、除染技術開発

情報解析室 データ解析・評価に資する設備（サーバー等）

実証試験室 産学官連携による共同実証研究スペース

ホール・会議室 国際会議、学会等

展示室 情報検索閲覧、常設展示等

資料室 書籍、報告書等の所蔵

体験型研修室 除染等の体験型研修等

（3,000㎡程度）

前処理室・実験室 放射性物質等に係る前処理等

測定室 放射性物質等の測定

研究室 放射性物質の環境動態解明、除染技術開発

テレメータ室 環境放射線監視テレメータシステム

保管庫 保冷庫等による試料の保管

クリーンルーム コンタミネーションの防止

附属施設 野生動植物、湖沼等の調査

Ａ

Ｂ
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